


男女が共に輝く

おかやまづくりに向けて

　少子化・高齢化の一層の進展や本格的な人口減少社会の到来、さらに新型コロナウイ

ルス感染症の影響やポストコロナを見据えた新たな日常の在り方が模索されるなど、

社会は大きな転換期を迎えています。

　こうした中、すべての人が性別にかかわりなく、一人一人の価値観に基づいた多様な

生き方が尊重され、それぞれの個性と能力を十分に発揮できる「男女共同参画社会」の

実現は、一層重要な課題となっています。

　私が県政の基本目標として掲げる「生き活き岡山」という言葉には、誰もが「いきいき

と元気」という意味に加え、躍動感と期待感に満ち、すべての県民が明るい笑顔で暮ら

す岡山にしていきたいという、強い思いを込めており、男女共同参画社会は、「生き活き

岡山」の基盤となるものと考えています。

　岡山県男女共同参画の促進に関する条例の施行から20年目という節目を迎え、男女

共同参画社会の実現に向けた取組をさらに加速させるために、これまでの取組の成果

や課題を踏まえ、このたび、令和３（2021）年度からの５年間における県の基本方針や

具体的施策を示した「第５次おかやまウィズプラン」を策定いたしました。

　「男女が共に輝くおかやまづくり」に向けて、県民、ボランティア・NPO、事業者・企

業、国、市町村など、さまざまな立場の皆さんと力を合わせながら、全力で取り組んでま

いりますので、さらなるご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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